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This paper explains that pre-standardization of technology can be considered as an open 
innovation process, and proposes the standardization strategy based on this model. The important 
strategic goal of the proposal should be the maximization of the value captured from the value chain, 
constructed by the revolved business model for the new market created by standardization, Execution 
process of the proposed strategy enables to overcome problems for change management even in 
Japanese companies by a progress of gradual revolution through participation in the standardization 
process. 
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尚、本研究においては Haas School of Business prof. H. Chesbrough（University of California at 
Berkeley）へのインタビューを行い、教授からの助言を参考にしている。 
 
 2 ．本研究の対象と範囲 
本稿では、ICT 業界でのデジュール標準化を扱い、先行的技術標準化を対象として、標準化のプロセ
スに着目し、企業の事業戦略と連携した標準化戦略について、ビジネスモデルまでを含めて検討する。














 2 ．2 デジュール標準化の組織 
WTO/TBT 協定の影響により国際標準化の重要性が増大している。デジュール国際標準化組織には、ITU
（International Telecommunication Union：国際電気通信連合）、ISO（International Organization 



















































































































 3 ．事例研究 
 3 ．1 日本企業を中心とした標準化事例 
ここでは、事業展開と標準化に関するいくつかの事例について、本稿の視点であるビジネスモデル構
築による自社の優位性獲得という角度からの分析を行い、事業での成功要因の説明を試みる。 








第 3 世代携帯電話の事例では、国際標準化組織が、ITU-R から主要地域標準化機関の集まりの3GPP






 3 ．2 海外企業に見る標準化戦略 
最近の先進的なグローバル企業では、ビジネスモデルにおける優位性を構築するために標準化を活用
する戦略が明らかである。そこで、代表的な事例を紹介し、その検証を試みる。 
Qualcomm 社の事例では、自社が開発した CDMA 方式を北米での携帯電話方式として提案し、IS-95
標準仕様に採用されたことに合わせて、業界団体による実用化に向けた普及の働きかけを進め、端末機





Intel 社の事例では、自社のコア技術であり事業の主体である高性能 MPU はブラックボックスとし




高速無線アクセス技術の WiMAX（Worldwide Interoperability for Microwave Access）の標準化、ヘ
ルスケア分野への自社製品の応用拡大を目指して、Continua Health Alliance での標準化などを主導し
ている。 
 
































































































































































 4 ．オープンイノベーションパラダイムに基づいた標準化戦略 




















































































































































 5 ．デジュール標準化戦略のモデル化 























































































































































 6 ．戦略実現に向けた提言 




（ 1 ） ビジネスモデル変化の認知 
（ 2 ） 顧客ニーズに対するソリューションの追求 
（ 3 ） 自社のポジションの確立 
（ 4 ） 自社が獲得する価値の明確化 
（ 5 ） プラットフォームの選定 
（ 6 ） 他社との分界点、境界の設定 
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 6 ．3 バリューチェーン変革への対応 
企業が、先行的技術標準化で構築される新たなビジネスモデルでのバリューチェーンから価値を獲得
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